
　平成19年12月17日に厚生労働省から「平成１７年都道府県別生命表」が公表されました。
５年ごとの調査であり、前回の調査結果は、本県の長寿県イメージ崩壊のきっかけとなりました。
しかし、調査結果の中には、健康長寿県復活のヒントも表れています。

１．都道府県別にみた平均寿命
　都道府県別平均寿命（0歳平均余命）において、本県は女が首位を
キープし、男は前回より順位を１つ上げ２５位でした。男の平均寿命
は78.64年で、全国平均(78.79)を下回っています。
　男女の平均寿命の差は8.23年で、青森県(8.53)に次いで2位となって
います。
　主な年齢の平均余命をみると、女は各年齢において首位ですが、男
は65歳・75歳で首位を獲っているものの、その他の年齢では順位を下
げています。
　平均寿命の推移を見ると、30年前に比べて、男女とも6～8年程延び
ています。本県の順位は女はずっと首位をキープしていますが、男は
S60年に首位を獲ったものの、H12年から急落しています。

２．長寿を阻む要因は？
　死因別死亡確率をみると、男女とも、いわゆる三大疾病で死亡する確率が全国で最も低いのに対し、肝疾患や糖尿病による死亡
確率は最も高くなっています。さらに、特定死因を除去した場合の平均寿命の延びをみてみると、肝疾患や糖尿病に加え、肺炎等
の死因において、上位の延びとなっています。つまり、これらの死因による死亡者が減れば、長寿県へとより一歩近づけるのでは
ないでしょうか？健康長寿県のブランドイメージを取り戻すためには、やはり生活習慣から改善する必要がありそうです。

～統計トピックス～
長寿県ブランドを取り戻すには ～「平成17年都道府県別生命表」より～

都道府県別生命表（厚生労働省のＨＰへ）
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/56-17.html


